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先日、日刊岩手建設工業新聞社様の

６０周年記念祝賀会にお邪魔してきました。

お偉い方ばかりで緊張しっぱなしでした(笑)

宮野社長様は、とても気さくな方で楽しい方です。

女性社長・・・憧れます！

今後も岩手の発展の為に発信お願いいたします！

サッパ沢 コツコツと

安
全
大
会

石屋の社長がやるスポーツは

編集後記

準備万端

～モノづくりのこころ～

年度末の繁忙期も終わり、冬期間酷使された重機

回送車、及びダンプ車両の定期メンテナス補修、板

金作業等で入庫作業も相次いでおります。実は先日私も運行管理

者国家試験に無事合格しました。これからも精進してまいります

ので宜しくお願い致します。

さて、春の足音が聴こえて来た時節三月末に一匹の子猫が福田

運送車庫内へ、迷い込んで来ました。寒風吹き荒む中、身体を小

刻みに揺らし見た感じ、お世辞にも「綺麗」とは言えず後ろ下肢

の骨折も確認されました。瀕死の状態から、社長はじめ動物好き

のドライバーに可愛がられ、病院にも行き、次長からは猫ハウス

もプレゼントされ、至れり尽くせりな毎日を送っております。

介護のお蔭あって顔の表情やら肉付きもだいぶ良くなり、日中の

間は事務所内で過ごすまでに回復致しました。

名前も「福田福太郎」と命名され、読んで字

の如く招き猫となってくれるよう願っており

ます。お近くにお越しの際は、是非「福」に

触れて見ませんか？お待ちしております！！

昨年度の売上げ実績等報告

宗主様と一緒に今年度の安全祈願

をしました。

例年通りお弁当とトン汁が

支給されました。

全員集合で、そろそろはじまります。

顔が真剣です。

廣田酒造店の杜氏 小野裕美様

25年勤続 福田運送

中嶋 正さん 三浦 正美さん

福田運送 佐藤社長

なんと40年勤続です！

フクタ 澤口 敏子さんフクタ 中田常務

理念を大切にした経営、皆がいいなと

思う会社に皆でしよう！

福田運送のみで5名です。

二戸警察署交通課長 菅原謙二様

巻き込み事故の実例や県内事故件

数をお話しされました。

各部ごとの安全の誓いを大きい声で唱

和して、無事故無災害を誓いました。

苫米地夫妻 ペア

サッパ沢地区の表土処理に先行き

が見えてきました。一時は３５０ｍ

あった標高も３００ｍ付近まで下が

り、原石も現れ始めました。

これからも安全で効率の良い走路と

切羽を目指して地道に取り組んでい

かなければなりません。

なんてったって「カーリング」！その3

来年２月に開催されます韓国ピョンチャン冬季オリンピックか

ら、「ミックスダブルス」という種目が追加されます。残念なが

ら日本は今回の世界選手権大会で予選敗退となり出場は叶いませ

んでした。この種目が二戸市出身の苫米地美智子・賢司夫妻がこ

れまで４回の日本選手権優勝、世界選手権に出場しています。昨

年は残念がら日本選手権４位に終わりましたが、二人はこの種目

でのオリンピックへの出場を目指し現在も盛岡のリンクにて頑張

っています。今回の世界選手権は日本代表として小笠原歩選手、

阿部晋也選手が出場しましたが、世界の厚い壁を乗り越えること

ができませんでした。小野寺選手はチー

ム青森、阿部晋也選手はそのチーム青森

のコーチだったので私たちとはとても交

流が深い中でもあります。岩手のカーリ

ングはこのように日本のトップレベルの

選手とも近く、オリンピック選手を身近

に感じられる環境でもあるんです。

宮野社長様

どんなに辛くても自分の造ったものを喜ぶ

お客様がいることで頑張れます。

日本酒は米と麹と水でできている。この材料で

甘味や酸味、香りや色、アルコール度数などを微

妙に調整している。アルコール度数以外は数字で

測れる物差しがなく、酒の設計製造は製造責任者

である杜氏さんの頭の中と目、鼻、舌、耳、手の

感覚で決まることを知った。小野杜氏さん曰く、

『仕事の魅力は毎日違う発見を得られることであ

る』設計通りのものが出来上がるかどうか、毎日ワクワク

しながら仕事に向かう姿勢と機械やマニュアルに頼らない

ものづくり精神の原点を見た気がした。

石材部にいすずクレーン付

き２トントラック、コマツＰＣ10ＵＵミ

ニ油圧ショベルを導入しました。どちら

も老朽化の為、台替えしたものです。

機械の信頼性が上がることで

作業の安全と能率の向上が期

待されます。また、砕石場内

用として日野製４トン散水車

も稼働しています。


